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RDA 3Rって何？ 論理的枠組みに基づく
FRBR　Functional Requirements for Bibliographic Record


「書誌レコードの機能要件」1997.9承認

FRAD　Functional Requirements for Authority Data

      　「典拠データの機能要件」2009.3

FRSAD  Functional Requirements for Subject Authority Data

　　   「主題典拠データの機能要件」2010.6


IFLA LRM　IFLA Library Reference Model

　　  「IFLA 図書館参照モデル」2018.1刊行によりFRファミリーは廃止


　table 3.1 User Tasks Summary

　　　発見・識別・選択・入手・探索

FRファミリー

翻訳は参考文献 2　による

旧RDA 

Original RDA

RDA 3R 
Official RDA

『日本目録規則2018年
版』2018.12刊行FRBRooに継続的なリソースに関するPRESSooが追加2015

Project up to the release of a 
beta version of RDA Toolkit 
on June 14, 2018. 
The RDA Toolkit Restructure 
and Redesign Project

https://www.rdatoolkit.org/
（2018.11.20.アクセス）

1. ツール（道具）として再設計

2. IFLA LRMの考え方で全体を組み替え


3. RDAは大枠を示すだけで，ルールは各目録
作成機関が決める設計に

RDA 3Rって何？



RDA3R入門　目次

1.ツール（道具）として
再設計


2.IFLA LRMの考え方で
全体を組み替え


3.RDAは大枠を示すだけ
ルールは各目録作成機
関が決める設計に

https://access.rdatoolkit.org/
（2022.6.2.アクセス）

Original Toolkit

Original RDAとOfficial RDAの設計

インターフェースの最適化（元
のRDAの番号付には柔軟性がなく，拡張
が難しい）


IFLA LRMとの整合性

その他，一部文言の調整や
構造の再編成

例)　発行日「2020」
印刷体の発行日を体現形の発行日
として記録
→発行日は体現形とタイムスパン
の関係として記録

2027.5削除



RDAは新旧ともentitiesに従って編成されている

Original RDA

Sec$on			1:	Recording	A0ributes	of	Manifesta$on	and	Item	
Sec$on			2:	Recording	A0ributes	of	Work	and	Expression	
Sec$on			3:	Recording	A0ributes	of	Person,	Family,	and	Corporate	Body	
Sec$on			4:	Recording	A0ributes	of	Concept,	Object,	Event,	and	Place	
Sec$on			5:	Recording	Primary	Rela$onships	between	Work,	Expression,	Manifesta$on,	and	Item	
Sec$on			6:	Recording	Rela$onships	to	Persons,	Families,	and	Corporate	Bodies	
Sec$on			7:	Recording	Rela$onships	to	Concepts,	Objects,	Events,	and	Places	
Sec$on			8:	Recording	Rela$onships	between	Works,	Expressions,	Manifesta$ons,	and	Items	
Sec$on			9:	Recording	Rela$onships	between	Persons,	Families,	and	Corporate	Bodies	
Sec$on	10:	Recording	Rela$onships	between	Concepts,	Objects,	Events,	and	Places

Attributes 属性

Relationships 関連

グループ1：資料 

Work, Expression, Manifestation,and Item

グループ2 

Person, Family, and Corporate Body

グループ3 

Concept, Object, Event, and Place

Original RDAとOfficial RDAの設計

RDAは新旧ともentitiesに従って編成されている
LRMのEntiteis の定義
LRM-E1 Res
　　LRM-E2 Work (著作）
　　LRM-E3 Expression（表現形）
　　LRM-E4 Manifestation（体現形）
　　LRM-E5 Item（個別資料）
　　LRM-E6 Agent（行為主体）
　　　　LRM-E7 Person（個人）
　　　LRM-E8 Collective Agent（集合的行為主体）

　　Corporate body（法人）
　　Family（家族）

　　LRM-E9 Nomen（名称）
　　LRM-E10 Place（場所）
　　LRM-E11 Time-span（時間）

(ラテン語) thing

書誌的宇宙に関するすべてのもの

Official RDA

Resのうちメタデータ
ユーザが関心を持つ概
念・オブジェクト
（新しい実体を定義する
必要があれば拡張可能）

Original RDAとOfficial RDAの設計



RDAのエレメント>ドメインとレンジ

定義とスコープが全ての
パスの最初に。
そのエレメントの参照先
が続く。

開くと

エレメントの参照先
その要素がIFLA LRMやMARC21などに
どのようにマッピングされるかの情報

人が生まれた日付

Domain(訳すと領域)

Range(範囲)：定義域
RDA Glossary用語集では，
• ドメイン 
要素によって記述されるRDAエンティティ。

• 範囲 
関連要素の値であるRDAエンティティ。

属性要素
では

Domainの
み

例えば

職業

Profession or occupationのド
メインは人（個人の要素に対

応）

Morgan Freemanー俳優

関連要素
では

Domainと

Range

例えば

生年

date of birthのドメインは人，

レンジは時間


生年は，人(個人)の時間との関
連についての情報を記録するエ

レメント

エレメント(要素)のDomain，またはDomainとRangeは新たな
エレメント自身を方向づける最速の方法

俳優

Morgan Freeman

Morgan Freeman

生年

1937.6

RDAのエレメント>ドメインとレンジ



本のように通読するための並び


2章，6章，11章が膨らんで端から
見ていくのが大変

小さなユニットに＝ハンドリングが容易
＝将来の拡張性

4つのメジャーセクションが常に表示

＞ドロップダウンメニュー　に展開

例えば

体現形の本タイトル

　　Entities > Manifestation > title proper

個人の生年

　　Entities > Person > date of birth

Official RDA

Original RDAとOfficial RDAの設計

Original RDA


